和元年度　事業報告
１　事業概況
(１)「性暴力被害救援機関」(ＳＡＣＲＡふくしま)の促進と定着化を図るとともに、性暴力被害者
への支援を充実させた。
ア  運用状況
	
	令和元年
	平成30年
	増減数

	電話相談
	181件
	166件
	15件

	面接相談
	7件
	9件
	－　2件

	直接的支援
	51件
	22件
	29件

	合　　　計
	239件
	197件
	42件


・　支援活動件数239件は、センター全支援件数361件中66.2％を占めている。
・　前年と比較して面接相談が2件減少したが、電話相談・直接的支援が44件と増加した。

・　平成25年に運用開始後、支援活動が初めて200件を越えた。

イ「福島県性暴力等被害者心身回復支援業務(公費負担)」の受託状況

・　福島県から受託した「福島県性暴力等被害者心身回復支援業務」(医療費公費負担)につい
ては、人工妊娠中絶処置等7件、539,902円の公費負担を行った。
ウ　今後の課題
・　相談支援活動における最近の傾向として、ＳNＳ等を利用しての青少年が被害に遭う事案
が増加傾向にあるところから、今後、福島県教育委員会をはじめとする各事業主体との連携
を密にしてこれら事案の防止を図るため諸対策を講じていく必要がある。
・　福島県から委託された「福島県性暴力等被害者心身回復支援業務」(医療費公費負担)制度
について、県民への周知を図るため、福島県、福島県産婦人科医会等との関係機関と連携し
ての活動を展開していく必要がある。

(２)　支援員の質的向上(スキルアップ)方策
犯罪被害者等からのニーズに添った、真に被害者を支える継続的かつ適切な支援活動を推進し

ていくには、これらに対応する支援員個々の質の向上が求められることから、専門的知識を有す
る部外者を講師として招聘した全体研修会等の自社研修会を12回実施するとともに、全国ネッ

トワーク等が主催する各種研修会8回に支援活動員25名を派遣するなど、支援活動員の研鑽と
質的向上(スキルアップ)を行った。

(３)　支援活動員の確保
犯罪被害者等に対し間隙を生じない支援活動を展開していくためには、支援員を確保する必要
があったところから、公募を行い5名の新規支援員を採用し、必要な養成研修(6回)を実施して、
令和元年11月から活動を行っている。

(４)　県警察との共催事業「被害者にやさしい“ふくしまの風”運動」の取組み
本運動は、不幸にして犯罪等の被害者となった方々の苦しみを理解し、被害者等に優しい風(支
援の気運)を県内くまなく吹かせ、犯罪や事故のない安全で安心な「ふくしま」を築こうとする運

動であり、平成21年度から県警察との共催事業として推進している。
令和元年度は、被害者等の遺族を講師に迎えるなど中学校16校2,559名、高等学校8校3,3
06名に「命の大切さを学ぶ授業」を行い、受講した生徒から感想文を募集し、これら応募作か
ら優秀作品6名を選出し11月30日に開催された「支援の輪を広げるつどい“2019”」の席上表
彰を行った。

これら優秀作品を全国感想文コンクールに出品した結果、

警察庁犯罪被害者支援室長賞を、

桑折町立醸芳中学校2年　　市川　葵子　さん　と
福島県立会津学鳳高等学校1年　　平子　七海　さん　が

受賞し、大きな成果を得ることができた。
(５)　支援車(移動相談車)の効果的な活用
平成26年度に配置された支援車(移動相談車)の運用について、裁判等の直接的支援活動のほ

か、犯罪被害者週間(11月25日～12月1日の1週間)中、県内4箇所で実施した街頭での広報
啓発活動を行った。

(６)　財政基盤の確立
支援活動の基盤となる財源を確保するため、被害者支援の必要性と重要性を広く県民、企業
等に対する周知活動を展開するとともに、イベント開催時や各種講演会等を通じファンドレイ

ジング活動を行った。
２　電話相談等の活動状況
(1) 　相談及び支援活動の概要

	
	相  談  ・  支  援  区  分

	
	身体犯関係
	交通事故関係
	その他の犯罪
	その他
	合　　　　計

	
	件
数
	人
数
	件
数
	人
数
	件
数
	人
数
	件
数
	人
数
	件
数
	人
数
	内SACRA

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	件数
	人員

	電話相談
	169
	132
	13
	13
	25
	28
	55
	52
	262
	225
	181
	145

	面接相談
	7
	7
	1
	1
	
	
	2
	2
	10
	10
	7
	7

	直接的支援
	58
	16
	
	
	23
	11
	8
	8
	89
	35
	51
	9

	合　　　計
	234
	155
	14
	14
	48
	39
	65
	62
	361
	270
	239
	166

	前
年
	合　計
	260
	125
	10
	8
	76
	29
	58
	57
	404
	218
	197
	137

	
	増　減
	－26
	＋30
	＋4
	＋6
	－28
	＋10
	＋7
	＋5
	－43
	＋52
	＋42
	＋29


【注】平成31年(令和元年)1月～12月
(2) 　相談の特徴
ア　総括
・　361件、270名から相談等が寄せられたが、前年と比較すると、件数は43件減少したも
のの、人員は52名増加であった。
・　SACRAふくしまに寄せられた相談・支援件数は、239件で42件、人員は166名で29

名と前年より件数、人員ともに増加であった。
イ　電話相談特徴
・　男女別では、男性が25.2％、女性が74.8％であった。
・　方部別では、県北方部22.5％、県中方部17.6％、いわき方部13％、会津方部11.8％、
県南方部8.8％、相双方部3.4％、県内1.1％、県外5.7％、不明16％であった。

・　年齢別では、10～20代22.9％、30代12.2％、40代7.3％、50代2.7％、60～70代5.3

％で49.6％が年齢不詳であった。
ウ　面接相談の特徴
・　面接相談は、10件(10名)あったが、うち7件(7名)が女性であった。
・　内容的には、女性の7件が身体犯であった。

エ　直接的支援
・　身体犯関係の被害者等16名に対し、裁判・病院・警察署等への付添等の直接的支援を58
回行った。
・　刑事事件(強制性交等)1件の裁判に関し付添2回、代理傍聴1回行った。
・　被害者等3名に対し、警察・病院及び弁護士の付添5回行った。

・　被害者等3名に対し、カウンセリングの付添5回行った。

３　自助グループ
	
	活　動　の　内　容
	参加者

	通　　 年
	自助グループへの参加(被害者遺族)が少ないことから、グループ内の研修を重ねるとともに、参加への声かけ等を行い参加者を募る活動を実施した。
	

	10月2日
当センター
	・　自助グループ運営・連絡会議に出席の打合せ
・　自助グループについて検討
自助グループ再開に向けての方針
	事務局員
支援活動員

	12月7日

宇都宮市
	・　自助グループ運営・連絡会議に出席
	支援活動員

	1月19日

当センター
	・　自助グループ運営・連絡会議の報告
・　自助グループについて検討

犯罪被害者遺族との連携の取り方
	事務局員
支援活動員


　
４　部会の開催状況
	部　会
	活　動　の　内　容
	回　数

	広報部会
	・　広報啓発活動の企画立案に関すること
・　広報媒体である、ポスター・チラシ及び「ふくしまの空」の企画制作
に関すること。
・　ホームページの管理運営に関すること
	3回

	電話・面接
	・　電話技術向上方策についての企画立案に関すること
・　関係相談機関との連携に関すること
・　「SACRAふくしま」に関すること
	2回

	直接的支援
	・　支援要請受理時における対応に関すること
(具体的事案を想定しての訓練の実施)

・　直接的支援機材の運用管理に関すること

・　「SACRAふくしま」に関すること
	1回

	教養部会
	・　支援活動員教養計画の策定及び企画立案に関すること
・　各種研修会の伝達研修に関する企画立案及び開催に関すること
・　「SACRAふくしま」に関すること
	1回


　
５　自社研修会の開催
	番号
	開催日時・場所
	研　修　会　の　内　容　等
	人員

	1
	4月16日
ホテル福島

グリーンパレス
	第１回　全体研修会
・　研修講師：大学教授
「相談対応の基本姿勢：電話相談を中心に」について
～いわゆる「対応困難」な事例とは～
・　研修講師：県警職員
「支援者のメンタルヘルス」にいて
	15名

	2
	5月20日

福島市
保健福祉センター
	第１回　インテーク会議
理事長・副理事長2名・県民サービス課長他2名
電話相談時の対応措置を検討
平成31年3月23日～5月10日までの電話相談件数18件
	11名


	番号
	開催日時・場所
	研　修　会　の　内　容　等
	人員

	3
	6月4日

とうほうみんなの

文化センター
	第２回　全体研修会
・　研修講師：県職員(福島県中央児童相談所)

「児童相談所の業務説明」

「性被害に遭った児童の対応等」

について
	19名

	4
	7月22日
福島市
保健福祉センター
	第２回　インテーク会議

理事長・副理事長2名・県民サービス課支援室長他2名
電話相談時の対応措置を検討
令和元年5月11日～7月12日までの電話相談件数31件
	12名

	5
	8月6日

ホテル福島　
グリーンパレス
	第３回　全体研修会

・　研修講師

全国被害者支援ネットワーク(NNVSコーディネーター)
「直接支援の実際」
～直接支援の講義及びロールプレイ～
	15名

	6
	9月5日

とうほうみんなの
文化センター
	第４回　全体研修会

・　研修講師

全国被害者支援ネットワーク(犯罪被害者電話相談員)
「困難な電話相談対応・ロールプレイ」

～例「良い電話対応・悪い電話対応」～

について
	16名

	7
	9月9日

ホテル福島

グリーンパレス
	第１回　支援活動員養成研修

・　１時限：開講式・オリエンテーション
理事長・県民サービス課参事・専務理事・センター職員
・　２時限目：理事長(大学教授)
「被害者への支援・基本スキル」
・　３時限目：理事長(大学教授)
「被害者の自己理解」
・　４時限目：日本司法支援センター(法テラス)職員
「関係機関・法テラスの業務説明」
・　５時限目：専務理事
「支援センターの業務概要」
	5名

	8
	9月11日

福島市

保健福祉センター
	第３回　インテーク会議
理事長・副理事長2名・県民サービス課支援室長他2名

電話相談時の対応措置を検討

令和元年7月13日～8月31日までの電話相談件数21件
	12名

	9
	9月17日
ホテル福島

グリーンパレス
	第２回　支援活動員養成研修
・　１時限目：産婦人科医師

「性被害時の医療機関の役割」
・　２時限目：福島県臨床心理士会被害者支援委員会委員長
「精神症状と治療法」
・　３時限目：精神保健福祉士
「心理・医療者の役割」
・　４時限目：福島県生活環境部男女共生課職員
「行政における被害者支援」
・　５時限目：専務理事
「団体・組織のあり方　①」
	5名


	番号
	開催日時・場所
	研　修　会　の　内　容　等
	人員

	10
	9月24日

ホテル福島

グリーンパレス
	第３回　支援活動員養成研修
・　１時限目：福島地方検察庁職員
「関係機関(検察庁)における被害者支援」

・　２時限目：副理事長(弁護士)

「弁護士からみた被害者支援」

・　３，４時限目：NNVS認定コーディネーター
「直接的支援　①　②」
・　５時限目：専務理事
「団体・組織のあり方　② 」
	6名

	11 
	10月１日
ホテル福島

グリーンパレス
	第４回　支援活動員養成研修
・　１時限目：福島県弁護士会犯罪被害者支援委員会委員長
「刑事手続きから見た被害者支援」

・　２時限目：福島県中央児童相談所職員

「虐待等家庭内被害と支援」
・　３，４，５時限目：副理事長(公認心理師)
「被害者の理解・ロールプレイ」

「支援者の自己理解　①　② 」
	6名

	12
	10月８日

ホテル福島

グリーンパレス
	第５回　支援活動員養成研修
・　１時限目：性被害者　
「性暴力から回復の体験談」

・　２時限目：犯罪被害者遺族

「被害者遺族の声」

・　３時限目：県民サービス課犯罪被害者支援室長

「警察における被害者支援　Ⅰ」

・　４時限目：県民サービス課犯罪被害者支援補佐

「警察における被害者支援　Ⅱ」
・　５時限目：県民サービス課主任心理カウンセラー
「被害者への関わり方」
	9名

	13
	10月15日
ホテル福島

グリーンパレス
	第６回　支援活動員養成研修
・　１時限目：理事長(大学教授)
「リスリング技術」
・　２時限目：理事長、サービス課参事、専務理事、局員
「修了式・任命式」
	5名

	14
	10月31日

とうほうみんなの
文化センター
	第５回　全体研修会
・　研修講師：大学特任教授

「カウンセリングの話」
～電話相談、面談における傾聴、共感～
	19名

	15
	11月18日
福島市
保健福祉センター
	第４回　インテーク会議
理事長・副理事長2名・県民サービス課参事他1名

電話相談時の対応措置を検討
令和元年9月1日～10月31日までの電話相談件数30件
	13名

	16
	1月9日

福島市
保健福祉センター
	第５回　インテーク会議

理事長・副理事長・県民サービス課支援室長他1名

電話相談時の対応措置を検討
令和元年11月1日～12月31日までの電話相談件数30件
	11名

	17
	1月14日
ホテル福島

グリーンパレス
	第６回　全体研修会
・　研修講師：県職員(女性のための相談支援センター職員)
「女性のための相談支援センターの概要と連携」
	19名

	番号
	開催日時・場所
	研　修　会　の　内　容　等
	人員

	18
	2月27日
福島市
保健福祉センター

	第６回　インテーク会議
理事長・副理事長2名・県民サービス課参事他1名

電話相談時の対応措置を検討
令和2年1月1日～2月16日までの電話相談件数17件
	13名


６　研修会等派遣状況

	番号
	開催日時・場所
	研　修　会　等　の　内　容
	人員

	1
	5月～2月

(福島大学)
	福島大学教育講座(臨床研修)への派遣

(月1回・全10回)
	3名

	2
	7月6日
(東京都)
	よりよい被害者支援のための研修会への派遣
	4名

	3
	7月11日～12日
(秋田県・秋田市)
	北海道・東北ブロック質の向上上半期研修への派遣
	2名

	4
	8月2日～3日
(東京都)
	支援実務者会議への派遣
	1名

	5
	10月18日

(東京都)
	全国犯罪被害者支援フォーラム2019への派遣
	4名

	6
	10月19日～20日
(東京都)
	秋期全国研修会への派遣
	2名

	7
	11月7日～8日
(福島市)
	北海道・東北ブロック質の向上下半期研修への派遣
	3名

	8
	12月14日

(県立医科大学)
	令和元年度被害者支援委員会研修会への派遣
	6名


７　講師等の派遣状況　
	番号
	開催日時・場所
	講　演　会　等　の　内　容
	人員

	1
	6月1日
(郡山男女参画センター)
	性暴力・ＳＡＣＲＡふくしま説明会
講師：専務理事
	20名

	2
	6月28日

喜多方警察署
	喜多方地区被害者支援ネットワーク総会での講義

講師：専務理事
	50名

	3
	6月30日
(福島自立更生センター)
	福島保護観察所長からの要請による入所者に対する贖罪として講義

講師：専務理事
	10名

	4
	10月24日
(福島テルサ)
	国際ソロプチミスト福島に対する「SACRAふくしま」の講演

講師：専務理事
	20名

	5
	11月6日

(県警察学校)
	県警察が実施している犯罪被害者支援専科生に対する授業として講義

講師：専務理事
	30名

	6
	11月17日

(福島自立更生センター)
	福島保護観察所長からの要請による入所者に対する贖罪として講義
講師：専務理事
	2名

	7
	11月20日
(県警察学校)
	県警察学校初任科生に対する講義
講師：専務理事
	67名

	8
	2月17日
(いわき市常磐公民館)
	いわき更生保護女性会連絡協議会に対する犯罪被害者支援の講義

講師：専務理事
	80名


８　会議等への参加状況
	番号
	開催日時・場所
	会　議　等　の　内　容
	担当者

	1
	4月10日

南相馬市立小高中学校
	「命の大切さを学ぶ授業」の開催
	事務局員
支援活動員

	2
	4月19日

東京都
	平成31年度全国事務局長等会議
	専務理事

	3
	4月25日

県立耶麻農業高校
	「命の大切さを学ぶ授業」の開催
	事務局員
支援活動員

	4
	4月26日

県立会津学鳳高校
	「命の大切さを学ぶ授業」の開催
	事務局員
支援活動員

	5
	5月23日
学校法人昌平中・高校
	「命の大切さを学ぶ授業」の開催
	事務局員
支援活動員

	6
	5月29日
県立小野高校
	「命の大切さを学ぶ授業」の開催
	事務局員
支援活動員

	7
	5月30日

桜の聖母高校
	「命の大切さを学ぶ授業」の開催
	事務局員
支援活動員

	8
	6月5日
警察本部
	令和元年度福島県被害者等支援連絡協議会総会に出席
	専務理事

	9
	6月7日

郡山市立富田中学校
	郡山医師会が開催する中学生に対する性教育授業における「ＳＡＣＲＡふくしま」の説明会を開催
	事務局員
支援活動員

	10
	6月11日

郡山市立明健中学校
	郡山医師会が開催する中学生に対する性教育授業における「ＳＡＣＲＡふくしま」の説明会を開催
	事務局員
支援活動員

	11
	6月12日
県立郡山商業高校
	「命の大切さを学ぶ授業」の開催
	事業局長
支援活動員

	12
	6月12日

郡山医療介護病院
	リ・プロダクティブヘルスアンドライツ会議に出席
	事業局長

	13
	6月14日

東京
	令和元年度全国被害者支援ネットワーク定時総会に出席
	専務理事

	14
	6月24日

郡山市立第七中学校
	郡山医師会が開催する中学生に対する性教育授業における「ＳＡＣＲＡふくしま」の説明会を開催
	事務局員
支援活動員

	15
	8月8日
東京
	全国理事長会議に出席
	理事長

	16
	8月27日

県庁：危機管理センター
	福島県安全安心な県づくり推進会議に出席
	専務理事

	17
	9月20日

東京
	2020年預保納付金助成事業説明会に出席
	専務理事

	18
	10月23日

国際ビジネス学校
	国際ビジネス公務員大学校教育課程編成委員会に出席
	専務理事

	19
	12月7日

栃木・宇都宮市
	自助グループ運営・連絡会議に出席
	支援活動員

	20
	12月13日

東京
	性暴力救援センター全国連絡会に出席
	事務局員
2名

	21
	12月13日

杉妻会館
	日本司法支援センター福島地方事務所令和元年度地方協議会に出席
	事務局員
支援活動員

	22
	1月23日
福島県医師会館
	令和元年度「SACRAふくしま」連絡会に出席
	専務理事
事務局長


９　広報啓発等の活動状況
	
	開催日時・場所
	活　動　の　内　容
	参加者

	1
	通年
	県内全域での協賛型自動販売機設置拡大広報の実施
	専務理事
事務局員

	2
	11月25日

～

12月1日
	「犯罪被害者週間」中の活動

・　街頭広報、募金活動

11月25日：ＪＲ郡山駅西口中央広場

11月26日：会津若松アピオ店前

11月27日：ＪＲ福島駅東口広場

11月28日：いわき駅バスターミナル前
	事務局員

支援活動員

警察官、警察職員

学生ボランティア

	3
	11月30日
福島市：
文化センター
	「支援の輪をひろげるつどい2019」を開催
	専務理事
事務局員
支援活動員

	4
	年間事業
	福島民報及び福島民友新聞紙上広告を年間3回実施
	


10　会報・チラシ等の作成状況
	
	月　　日
	作成会報・チラシ等
	作成数

	1
	6月24日
	ＳＡＣＲＡふくしまリーフレット
	3，000枚

	2
	6月24日
	ボランティア活動員募集チラシ
	4，000枚

	3
	6月24日
	ボランティア活動員募集ポスター
	600枚

	4
	8月6日
	広報紙「ふくしまの空」第29号発行
	800部

	5
	9月25日
	犯罪被害者週間広報用チラシ
	2，000部

	6
	9月25日
	「ふくしまの風運動」パンフレット
	10，000枚

	7
	11月22日
	広報紙「ふくしまの空」第30号発行
	950部

	8
	12月2日
	ホンデリングポスター
	50枚

	9
	12月2日
	ホンデリングチラシ
	200枚

	10
	2月25日
	広報紙「ふくしまの空」第31号発行
	900部


１１　理事会・総会等の開催状況
	月     日
	内                       容

	4月24日
当センター
	監査の実施
監事２名による、平成30年度の会計及び業務の監査を受監

	5月16日
ﾎﾃﾙ福島ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾚｽ
	第1回　理事会の開催
議案　第1号　平成30年度事業報告について
第2号　平成30年度決算報告について
第3号　平成31年度(令和元年度)一般会計収支補正予算について
第4号　定款の一部改正について
第5号　正会員の入会承認について
第6号　賛助会員の入会承認について
(平成31年1月から同年3月まで)

第7号　役員の選出について
審議・可決された

	6月18日
ﾎﾃﾙ福島ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾚｽ
	平成31年度(令和元年度)　定時総会の開催
報告　第1号　平成31年度(令和元年度)事業計画について
第2号　平成31年度(令和元年度)一般会計収支予算について
第3号　平成31年度(令和元年度)一般会計収支補正予算について
議案　第1号　平成30年度事業報告について
第2号　平成30年度決算報告について
第3号　定款の一部改正について
第4号　役員の選任について
審議・可決された

	
	第2回　理事会の開催
議案　第1号　理事長、副理事長及び専務理事の選定について
第2号　役員(理事)の選出について
第3号　正会員の入会承認について
第4号　新規被害者支援活動員の公募について
審議・可決された

	6月28日
	平成31年度(令和元年度)　総会・・・・書面表決(みなし決議)
議案　第1号　理事の選任について

	8月13日
	第3回　理事会・・・・書面表決
議案　第1号　役員(理事)の選出について
第2号　正会員の入会承認について

	9月10日
	平成31年度(令和元年度)　総会・・・･書面表決(みなし決議)
議案　第1号　理事の選任について

	12月5日
	第4回理事会・・・・書面表決
議案　第1号　定款の一部改正について
第2号　規程の一部改正について

	
	平成31年度(令和元年度)　総会・・・・書面表決(みなし決議)
議案　第1号　定款の一部改正について

	3月10日
	第5回　理事会・・・・書面表決
議案　第1号　令和2年度事業計画(案)について
第2号　令和2年度一般会計収支予算(案)について
第3号　令和元年度賛助会員(平成31年4月～令和元年12月)の入会承認について
第4号　犯罪被害相談員の認定について


